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(1)    Lapsen          oli                           ikävä        äitiään. 
子供.GEN       である.3SG.PAST   恋しい      母親 
子供は母親が恋しかった。 
(佐久間 2004: 178) 
 
(2)    Lapsella       oli                           ikävä       äitiään. 
子供.ADE       である.3SG.PAST    恋しい     母親 
子供は母親が恋しかった。 
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 フィンランド語はウラル語族、フィン・ウゴル語派、バルト・フィン諸語に属する言語であり、主にフ
ィンランド国内で話される。話者数は約 500 万人。子音音素は 13 個、母音音素は 8 個である。母音調和
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格については松村(1992)と Sulkala(1992)を、接格・向格については Sulkala(1992)を参照し
た。再分類した 3 つの格の用法を比較し、それぞれの類似点と相違点を以下の表 1～3 にま
とめる。3 つの格で類似した用法は太字と枠線で示してある。 
 
表 1: 属格名詞句の用法 
統語機能 主な意味役割 


















存在文5   
所有文   
経験者構文 経験者 
 
                                                        
3
 属格名詞句における名詞的要素の修飾に関しては、属格で表示した修飾部の意味によっていくらでも意












 向格名詞句を用いた存在文、所有文は先行研究内で見られなかったため、表 3 中の意味役割の箇所は空
欄にしてある。 
フィンランド語における属格と接格・向格の統語的・意味的機能の類似について 
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 上で示したように所有や経験者を表わす用法に関して類似していると言うことができる。 





















< 非人称構文の定義 > 
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 表 4～6 で示したように、非人称構文に関わる格の用例はそれぞれ属格が 44 例、接格が




 非人称構文に分類した用例をさらに意味で分類した結果を以下に示す。分類は表 3 に従
う。共通の意味である経験者の欄は太字と枠線で示す。 
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< 属格名詞句の場合 > 
(3)    Minun       tekee  mieli    soittaa                        sinulle. 
         1SG.GEN    したい.3SG     電話をかける.1INF     2SG.ALL 
         私は君に電話したい。 
 
(4)    Miten           Kertun       on                  käynyt? 
         どのように   PRN.GEN    である.3SG    生じる、なる.PASTP 
         ケルットゥはどうなったのですか？ 
 
< 接格名詞句の場合 > 
(5)    Kyllä    minä           tiedän                   että                teillä          kahdella     oli 
         そう      1SG.NOM    知っている.1SG    ということ    2PL.ADE    二つ.ADE    である.3SG.PAST 
 
高橋 健太郎 
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joskus    nuoruudessa     jonkinlaista    teerenpeiliä      keskenänne... 
時々       若いころ.INE     ある種の         浮気性.PART     彼ら自身に 
      そう、彼ら二人は、若いころ時々ある種の浮気性があったということを私は知ってい 















< 接格名詞句の場合 > 
(6)    Minulla    on                  kiire.  
         1SG.ADE    である.3SG    忙しい 
         私は忙しい。 
 
< 向格名詞句の場合 > 
(7)    Mitä         sinulle       oikein     on                  tapahtunut? 
         何.PART    2SG.ALL    結局        である.3SG    起こす.PASTP 
         結局君はどうなるのですか？ 
 
 (7)のように経験者構文として用いられる向格名詞句は 29 例であるが、全てが「変化」
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< 向格名詞句の場合 > 
(8)    Ja           Sepolle       selvisi                               totuus. 
         そして   PRN.ALL    明らかになる.3SG.CON     真実 
         そしてセッポには真実が明らかになるだろう。 
 
< 属格名詞句の場合 > 
(9)    Minun       teki  mieli               uutta                 auroa. 
         1SG.GEN    したい.3SG.PAST    新しい.PART     車.PART 













< 類似点 > 
①統語的な分類の観点から、3 つの格はその共通の用法に非人称構文を持つ(表 4～6 より)。 
②非人称構文において、経験者という共通の意味役割を担うことがある(表 7～9 より)。 
 
< 相違点 > 
①非人称構文では向格以外の格はそれぞれ独自の用法を持つ。属格名詞句は責任者(義務・
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表 10: 「変化」を表わす用例数とその用例中の動詞 













5 / 13 (38.5%) 
接格名詞句     0 / 10 (0%) 
 










ADE adessive 接格 / ALL allative 向格 / CON conditional 条件法 / GEN genitive 属格 / INE 
inessive 内格 / NOM nominative 主格 / PART partitive 分格 / PAST past 過去 / PASTP past 
participle 過去分詞 / PL plural 複数 / PRN person name 人名 / SG singular 単数 / 1, 2, 3 各
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